
世界のヴァナキュラー建築とパッシブ省エネ効果

想定される適⽤分野・⽤途・業界 産業界へのアピールポイント

(社会背景・⽬的）
世界各地の⾵⼟に根ざした伝統⺠家などのヴァナキュ
ラー建築は、機械に頼らず⾃然の⼒を最⼤限に利⽤した
パッシブ省エネ建築でもあります。低炭素社会への実現
に向け、ヴァナキュラー建築に連綿と受け継がれてきた
省エネの知恵や技術・技能を解明し、現代に取⼊れてい
くことを⽬的とします。

(概 要）
アジアを中⼼に伝統建築の現地実測調査を⾏い、その構
法や住まい⽅に加え、温熱環境についてもデータを収集
し、伝統建築の改良とともに、新たなパッシブ省エネ建
築を提案しています。

(期待される効果）
本研究は低炭素社会の実現に向けての学際的、国際的交
流を必須条件としており、その成果はハード（技術）と
ソフト（国際交流）の両⾯で期待できます。
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研究内容(社会背景・⽬的、概要、期待される効果）

●省エネルギーや⾃然との共⽣・融和を
考慮した建築業界や環境教育に関わる
分野

●温故知新、伝統建築に蓄積された先⼈
たちの知恵をグローバルな視点にたち、
新たな技術・技能へと受け継ぎます。
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